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太陽観測所の将来計画 

末松芳法（国立天文台） 
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太陽観測所の観測装置 

三鷹観測所 

 ・フレア望遠鏡 

 ・STEP広視野マグネトグラフ 

 ・Hαフレアパトロール 

 ・黒点望遠鏡 

 (10830フィルター望遠鏡) 

 (周期活動望遠鏡） 

乗鞍コロナ観測所（5月初め～11月初め） 

 ・25cmコロナグラフ＋大型分光器＋汎用ポーラリメータ 

    CCDカメラ3ポートによる多波長同時 

    共同利用（7月～10月中旬） 

 ・10cmコロナグラフ NoGIS： 5303Aでの強度・速度場 

 ・10cm自動コロナグラフ（平山）： 現在主にHα 
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赤外ストークス・ポーラリメータの開発 

高精度光球偏
光磁場観測 

高精度彩層偏
光磁場観測、
稼動中 

2006年5月～ 

活動領域 活動領域 

・フレア望遠鏡の上２つの望遠鏡部を置き
換え 

・磁場感度の高い赤外スペクトル線（光球
1.56μ、彩層1.083μ）で太陽全面をスリッ
トスキャン 

2006年冬観測開始予定 
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Hα 彩層ストークス・ポーラリメトリー（花岡） 

高速偏光変調素子と高速デジタルカメラにより、高精度
彩層偏光観測を実現。光球から彩層にかけての3次元
磁場構造の導出が可能 

フレア望遠鏡： Hα高精度偏光観測 

フレア時の高エネルギー粒子ビームによるHα直線偏光 
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フレア望遠鏡： 光球ベクトル磁場測定高精度化 

2006年4月以降 2006年2月まで 

KDP+ビデオCCD －＞ 高速偏光変調素子と高速デジタルカメラ 



2006年6月29日 太陽将来 6 

フレア望遠鏡： 今後 

実施済み 

KDP+ビデオCCD －＞ 高速偏光変調素子と高速デジタルカメラ 

今後： 

ファブリペローフィルターへの切り替え 

  多点波長観測による磁場精度の向上、速度場導出 

  多波長観測による、高さ方向の磁場導出 

    （液晶偏光素子の波長広帯域化必要） 

 

三鷹観測所では、今後も磁場測定の高精度化を目指し、装置開発を
行うと同時に、磁場データの共同利用を進める。 
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太陽周期活動望遠鏡（概算要求中） 
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太陽周期活動望遠鏡（概算要求中） 
 区     分 太陽周期活動望遠鏡 

（今回要求設備） 

太陽フレア望遠鏡 

（現有設備） 

観測に使う電磁波の種

類（注１） 

赤外線 可視光線 

解像力（注１） １秒角（太陽直径の 1／200

0の大きさを見分ける） 

同左 

視野（注２） 太陽全体 黒点周辺の限られた領域 

磁場精密観測性能 

（注３） 

太陽表面の磁場の強さと向

きを高感度・高精度に観測 

感度：２ｶﾞｳｽまで観測可

能。 

誤差：１％以下 

感度・精度が不十分 

 

感度：10ｶﾞｳｽまで観測可

能。 

誤差：20％程度 

ガスの流速（ドップラー

速度）の観測性能（注４） 

秒速３ｍまで観測可能 秒速３０ｍまで観測可能 

太陽エネルギーの流量

に関する情報 

可能 不可能 

構造・大きさ（注５） 

 

口径30cm及び10cm 

望遠鏡を搭載 

口径20cm及び15cm 

望遠鏡を搭載 

主な観測対象 

（注６） 

 

太陽全体にわたる磁場の性

質を観測し、磁場を生成する

メカニズムを解明する。 

黒点周辺の限られた領域に

おいて、フレア爆発のもとと

なる磁場の歪みの蓄積等を

観測。 

 

今後の太陽大型装置の計画進展によっては、今後の
概算要求は取りやめる可能性がある。 



2006年6月29日 太陽将来 9 

10cmコロナグラフ： NOGIS 
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NoGISによるフレアで励

起されたコロナループの
振動検出（堀、他） 

振動のダンピングから磁気波動モー
ドの研究 
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乗鞍コロナ観測所25cm共同利用 

H18年度 

25cmコロナグラフ （ほぼ例年通りの応募） 

1. 鈴木、日江井 （担当： 佐野） 7月30日↑～8月5日↓ 

  He10830Åのスペクトロヘリオグラフによる活動現象の観測的研究 

2. 川上、當村、一本、篠田 （担当： 篠田） 8月27日↑～9月2日↓ 

  液晶ポーラリメータによる光球ー彩層磁場・速度場の観測 

3. 山本、萩野、一本、篠田 （担当： 篠田） 9月27日↑～10月3日↓ 

  活動領域上の彩層ベクトル磁場の観測 

4. 萩野、山本、一本、篠田、北井 （担当： 篠田）10月3日↑～10月10日↓ 

  乗鞍偏光解析装置テスト観測 

5. 原、西野 （担当： 西野） 適宜 

  FeX6374Å輝線による低温コロナの観測 

6. Singh, J. （担当： 一本） 9-10月（TBD) 

  コロナ輝線の分光観測 

望遠鏡以外 

1. 綿田、西田 （担当： 木挽） 7月21日↑～10月13日↓ 

  高地における連続微気圧観測 

主な観測内容： He10830による彩層磁場観測 

           コロナ輝線の多波長分光観測 
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乗鞍コロナ観測所の将来（案） 

• 2006年 Solar-B打ち上げ 

– 自治体への移管協議開始（予定7月～）（松本市、高山市、環境省(国
立公園自然環境管理）、中部森林管理局(地主）） 

– Solar-Bとの共同観測準備 

• 2007年 Solar-Bとの共同観測１年目 

• 2008年 Solar-Bとの共同観測２年目 

• 2009年 Solar-Bとの共同観測３年目 
創立60周年、式典と国際シンポジウムなどを企画 

• 2010～11年 

– NOGISなど利用可能機材の移設（海外の観測適地などへ） 

– 必要な建物工事の後、地方自治体へ移管 

– 乗鞍の建物と25cmコロナグラフは、使える状態を保持できるよう自治
体と交渉する 

施設の老朽化： 維持費に見合うだけのだけの成果出すのが難しい状況 

冬季は閉所、観測期間は夏期が主： 新しい観測装置は観測条件の良い場
所に展開するのが妥当 
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今後の地上観測の見通し 
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未知の赤外へ 

ミラーコロナグラフでは、散乱の小さい赤外が有利、
コロナ磁場の観測にも 
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地上太陽（日本）の問題は観測候補地がないこと 
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